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平
成
十
四
年

三
月
発
行

の

「あ

い

づ
ね
」

一
一
七
号
に
新
任
教
頭
と
し

て

「
私

の
抱
負
」
に

「
菊
づ
く
り
」

の
題
名

で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
時
、
免
外

で
３
年
技
術
を

担
当
し
、
知
識
も
技
術
も
な

い
中
で

の
指
導

で
、
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が

で
き

る

の
か
と
不
安
ば
か
り
が
頭
を

よ
ぎ
り
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
た

も

の
の
生
育
が
よ
く
な
く
、
毎
朝
校

舎
巡
視

の
際
に
菊

の
生
育
状
況
の
確

認
が
Ｈ
課
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
何
と
か
十
月
に
、
す
べ
て
の

生
徒

の
菊
が
大
輪

の
花
を
咲
か
せ
る

こ
と

が

で
き
た

の
で
す
。
文
章

の
最

教
育
課
長

藤
　
忠

後

の

一
文
は

「
生
徒

の
た
め
に
ひ
た

む
き
に
取
り
組
む
姿
勢
の
大
切
さ
を

菊
づ
く
り
を
通
し
て
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。

三
十
年
以
上

の
教
員
生
活
を
振
り

返
る
と
様

々
な
実
践
を
通
し
て
生
徒

た
ち
と
関
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
中

身
が
ぎ

っ
し
り
詰
ま

っ
た
大
木
の
よ

う
に
ど
ん
な
暴
風
雨
に
負
け
る
こ
と

な
く
、
自
分
を
し

つ
か
り
持

っ
て
教

職
人
生
を
歩
ん
で
来
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
ｃ‐
し
か
し
、
新
任
教
頭
の
時
、

新
採
用
や
新
任
校
長

の
時
、
勤
務
地

が
変
わ

っ
た
時
、
会
津
教
育
事
務
所

に
初
め
て
勤
務
し
た
時
、
飾
目
飾
日

で
憤
れ
な

い
中
で
も

一
生
懸
命
に
取

△
不
△
ム
△
ム

支

支

支

津会

掠

沼

北

耶

両

り
組
ん
で
き
た
と
思

っ
て

い
ま
す
。

そ

の
際
、
助
け
て
頂

い
た
方

々
の
存

在
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
司
や
同
僚
、
地
域
の
方

々
の
協
力

を
得

て
作

っ
た
飾
日
が
あ

っ
た
こ
と

で
、
多
少
掃
れ
動
く
こ
と
は
あ

っ
て

も
決
し
て
折
れ
る
こ
と
な
く
過
ご
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

未
米
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と

っ

て
将
来
は
明
る
い
と
は
言

い
難
く
、

激
動

の
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
子
ど
も

の
飾

日
に
関
わ
れ
る
存
在
と
し
て
喜
び
を

持

っ
て
指
導
し
た

い
も

の
で
す
。
教

職
員

一
人

一
人
が
子
ど
も

に
対
す
る

思

い
や
願

い
を
行
動
で
示
し
て
い
く

こ
と
で
、
子
ど
も
達
は
多
く

の
飾
日

を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も

と

の
出
会

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

ひ
た
む
き
に
取
り
組
む
姿
勢
を
大
手

に
し
た

い
も
の
で
す
。

子
ど
も

一
人

一
人
が
大
き
く
花
開

く
よ
う
願

い
な
が
ら

・
・
・
・

齢

配

の
人
椀
き

会
津
教

業
務
次
長 育
兼 事
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小・中学校長会

一
学
期
の
反
省
を
生
か
し
て

所
長

（管
理
）
訪
問
や
各
種

会
議

・
研
修
会
等
を
通
じ
、
各

学
校
が
自
校

の
課
題
を
的
確
に

捉
え
、
学
力
向
上
や
事
故

・
不

祥
事
防
止
な
ど
に

具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
様
子
が
窺
え
ま

し
た
。
訪
間
し
た
多
く
の
学
校

で
は
、
校
舎
内
外

の
安
全
に
配

慮
さ
れ
、
整
理
整
頓
さ
れ
た
環

境
の
中
、
集
中
し
て
学
習
に
取

り
組
む
児
童
生
徒

の
姿
や
、
授

業
の
改
善
や
工
夫

に
取
り
組
む

先
生
方

の
姿

に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

少
人
数
教
育
や
各
種
加
配
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
県
民
か
ら

そ
の
成
果
が
大
き
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
各
種
加
配
の
ね
ら

い
や
目
的
に
応
じ
て
、
そ
し
て
、

学
校
や
児
童
生
徒

の
実
態
を
踏

ま
え
て
活
用
さ
れ
て
い
る
か
、

検
証
方
法
は
適
切
か
を
し

っ
か

り
見
ま
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
別
支
援
学
級

や
通
級
指
導

教
室
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ね
ら

い
や
目
的
に
沿

っ
た
教
育
諜
柱

の
編
成
と
実
施
、
児
童
生
徒
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
指
導
が
な
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

単
な
る
教
科

の
取
り
出
し
指
導

で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

勤
務
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
の
勤
務
時
間
が
把
握
さ

れ
、
各
学
校
で
工
夫
さ
れ
て
い

る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
教
職

員
の
多
忙
化
解
消
や
子
ど
も
と

向
き
合
う
時
間
の
確
保
、
教
職

員
の
心
身

の
健
康
保
持
は
、
金

て
が
強
く
相
互
に
関
係
し
て
い

る
た
め
、
今
後
と
も
、
各
校
の

実
態

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

不
祥
事
防
止
に

つ
い
て
は
、

各
学
校
で
、
校
内
服
務
倫
理
委

員
会
を
工
夫
し
、
風
通
し
の
よ

い
職
場
づ
く
り
の
た
め
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
豊
か
に
し

よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、　
一
学
期
、
交
通
加

害
事
故

（追
突
）
が
相
次

い
で

発
生
し
、
昨
年
度

一
年
間
の
総

数
を
、
す

で
に
上
回

っ
て
い
ま

す
。
各
学
校
に
お

い
て
は
、
不

祥
事
防
止

の
た
め
の
行
動
計
画

の
検
証
や
個
別
面
談
な
ど
、　
一

人

一
人

の
教
職
員
の
危
機
管
理

意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
現

状
を
再
点
検
し
、
今
後
も
教
職

員
が
互

い
に
認
め
合

い
励
ま
し

合
え
る
職
場
環
境

の
整
備
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
た
く
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。
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総 酷 社 会 教 育 謙 だ よ り ～社会教育関係事業の紹介～

【これまでに実施した主な事業】
1 家庭教育推進協議会会津地区ブロック会議

(1)日  時 i平成29年 6)19日 (金 )

(2)会 坊 :ル ネッサンス中の島
(3)内 容 :家庭教育の今年度の方向性について話 し合い

ました。

2 学校 口家庭 口地域連携サポー ト事業
放課後子ども教室研修会

(1)|]時 i平成29年 7月 12日 (水 )

(2)会 場 :湯川村公民館
(3)内 容 :講演、実践発表、グループ|あ 談
(4)参加1者 i放課後 アども教空・児童クラブ関係者、地域

ボランティア、行政i旦当者等 90名
◇講演 1「豊かなこころを育てるために

心をつなぐ紙芝居」

立正大学非常勤講師 堺  正一 氏

◇実践発表「会津美里町放課後子ども教室の取組」
わくわく官川コーディネーター 谷澤 幸代 氏

◇講演 2「個性的な子ども達との関わり方」
福島県立猪市代特別支援学校教頭 江見 浩二 氏

◇グループ協議

それぞれの子ども教室における成果と課題を共有し

ながら、今後の事業推進に向け話 し合いました。

◇実践発表「朗読 =音語リ ロパネルシアターの実演」
ばんげ読み聞かせの会

◇実践発表「魅力ある図書館づくり」

只見町立只兄中学校学校吉j書 赤井 沙織 氏

◇鑑賞「歯いしゃのチュー先生」「よだかの星」

朗読劇サークル アグリーダノクス

◇講義 口演習「子どもと本をつなく
｀

読み間かせと 手遊び 口わらべうた」

桜の聖母短期大学非帝勤講師 退見 恵美子 氏

【2回 目】平成29年 9月 19日 (火 )

(1)会 場 :会津大学

(2)参加者 :読み聞かせ・読書ボランティア、司普等

63名
◇実践発表 郡 ||1市 立緑ケ FL第 一小学校学校司書

岡田 友美 氏

◇実践発表  「まつお文庫」主字    松尾 福子 氏

◇講演 口演習 吊bふれあう読み間かせの技術」
「「1村 市立 1対 書館長 宮崎 亜古 氏

【これから実施する主な事業】
4 学校支援実践研修会
(1)日  時 1平成 29年 10月 19日 (木 )

(2)会  場 :会津若松市立湊小学校
3 読書活動支援者育成事業会津地区研修会
【1回 目】平成29年 8月 24日 (本 )

(1)会 場 i会津大学

(2)参加者 i読み聞かせ・読書ボランティア、市1書等

67名

支援活動見学、実践発表、情報交換

学校支援・放謀後支援に関心のある方、
コーディネーター、ボランティア、

社会教育行政関係者等

(3)内 容

(4)対 象者

「『確かな学力』の向上を図る授業づくり」のために
4月 より県内すべての小・中学校において、ふ くしま

の「授業スタンダー ド」を活用 した授業改革、指導力向
上に向けた取組が行われています。
「授業スタンダー ド」に込められた思いや期待をしっ

かりとと 会津の子どもたちの「確かな学力」の向

上を図る授業づ くりをお願い

します。

「授業スタンダー ド」は、

日々の授業づ くりや授業の振

り返 り、授業研究会などの校

内研修において、すべての先

生方に幅広 く活用していただ

きたいと思います。

なお、導入、展開、終末の

学習の流れは一例です。授業
のねらいや学習内容などに応

じて参照 してください。

匡王
=豆

聾電憂室受至
=Fて

石活用した授業の充実  ¬
(夕

j)「 まとめ・振り,医 り」のU〔 善

<授業における課題>
● 授業者による一方的なまとめ

● 自分の学びの変容を意識できない学習感想
● 適用・習熟の時間が不十分

<目指 したい「まとめ 。振り返り」>
○ 「何を学習 したか」、「どのように学習 してきたか」

をまとめ、振 り返らせる。

① l単位時間の進行管理を確実に行い、ねらいに合
った適用問題に取 り組ませる。

※「振 り返 り」が学びを深め、次の「学びに向かう力」

ふくしまの「授業スタンダード」を活用し、教員相互
の学び合いをもとに、「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業改善を図ることが大切です。【ふくしまの「授業スタンダード」】
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「美術館 のある町 」

斎藤清美術館は今年、開館 20

年、斎藤清没後20年 の記念の特別

な年です。lo月 開催の“ムンク×

斎藤清 "展 をメインに多 くのイベ

ント等を計画中です。これまでも収蔵 した作品を一定の

テーマに沿って選択し展示 してきましたが、1同 人名をい

ただいた美術館として画伯の生涯と作品についての研究

を深め、展示に反映させることや、版画をはじめとする

芸術への関心を高め、親 しみを持っていただくことも大

きな役害Jと 位置付けています。

特に、 lll内 の小

中学生に「美術館

のある町」のよさ

と館とのつなが り

を感 じてもらいた

い と考 えてい ま

す。これまでも両

沼地区中学校美術

作品展を館内で開

催 しましたが、さらに、今年は夏休み体験教室を計 lltllし

ました。題材は「黒板アー ト」。 7月 に武蔵野美術大学

の協力を得てサプライズ企画『黒板ジャック』を柳津小

柳津町教育委員会教育長 目黒  健一員「

学校の全学級 7枚の黒板で実施 しました。非日常の「黒

板アー ト」とともに、中身の濃い時間を過ごせました。
その経験を生かして自分たちで書いてみようという新企

画です。

また、先ごろ、美術館への作品寄贈の中し出があった

ことを町内二校の中学生全員に説明し、アメリカに住む

寄贈者に英文で感謝の手紙をき く機会を設定 しました。

以前、アメリカで斎藤清の通訳をつとめた寄贈者に斎藤

清美術館のあるHTか らの思いをどう伝えるか、試行錯誤
の結果の第一便はアメリカに送られ、秋には第二使が送
られます。

これらに加え、同伴の保護者も無料で入館できる小中

学生用の「こどもパスポー ト」の配布など、教育長が美

術館長を兼務するという「役得Jを いか して、『美術館

がある地
・
で学べて

よかった』と言え

る環境作 りを模索

し、お、るさと柳津

を誇 りに忠う子ど

もを育てていきた

い と願 つてい ま

す。

古墳時代の王者の棺発掘

～灰塚山古墳の発掘調査成果～

灰塚山古墳は会津盆地の北西部、喜多方市慶徳川
・
新宮

地区西側の小高い丘陵上に築かれています。全長612m
の前方後円墳で、今から約 1,600年 前の古墳時代中ごろ

(5世紀)に 会津北部地域を治めていた工者 (豪族)の
お墓です。東北地方の古墳時代の様子を解明するため、

平成23年 から束北学院大学辻秀人教授により発掘調査が

行われ、平成28年 には王者を埋葬した二つの精 (木棺と

石棺)が発見されました。

木棺では、精そのものは腐って無 くなっていました

が、権威を象徴する鉄製の大刀や矢 じり (弓 欠の先端

部)、 青鋼の鏡、腕輪用のガラスエなど、貴重な物品が

次々に出上 し、関係者も驚きを隠せませんでした。さら

に、lFL葬時に使用した儀礼用の櫛 (竪櫛)が重なって兄
つかりましたが、これは死者を葬る際の儀式の様子を具

体的に知ることができるものとして、全国的にも重要な

発見となりました。

一方、石棺は箱型に組んだ石の棺の上に板石を重ねて

蓋をし、さらにその_Lを 粘上で密封するという厳三な造

りになっていました。板石を少 しずつ取 りあげてい く

喜多方市教育委員会

と、蒜石とその Lに重ねた板石との問から鉄製の大刀・

剣・欠 じりの束など、古墳時代の武器がたくさん見つか

りました。このような出土例は少なくとも東北地方では

初めてであり、死者を石室に非ったあとに行われる儀式

の様子を知る Lで大変貴重な発見です。

石室の内部は今後調査される予定となっていますが、

どのような出土 l片占が発見されるのか、これからの調査成

果が大いに期待されます。また、灰琢山古墳近 くにある

国指定史跡古屋敷遺跡は、古墳に規葬された工者が生前

住んでいた館の可能性が考えられており、古墳 と遺跡の

関係にも注目が集まっています。
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瓢
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喜多方市立第二小学校

6年 小澤 洸太
軽い粘 土を使 って、水が流れ

ているようなイメージを立休 に

表 しました。光沢のある砂や ラ

メを液体の りで定着 させ,後か

ら絵の具で皆色 してい ます。広

が った栄のみずみず しさが感 じ

られ る作品にな りました。

指導者 巻 理周

夜
空
の
ン

ン

1年 小林 明日香
形や色の組み合わせ を学び ま

した。折 り紙 を使い、 自分のイ

メージ した形 をいろいろ折 った

りt7Jっ た りしな力Sら 、 倉」意工大

し、楽 しんで竹」作していました。

美 しい画面構成 を表 1/rtす るこ

とができました。

才旨導者  岩 ド イ患
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深
‐

置と
猪
苗
代
町
立
東
中
学
校

１
年

安
部
　
成
美

行書の特徴 である点画の連続

にンi:意 しました。 また二字のパ

ランスを考 え、作品作 りに努め

ました。

指導者 鹿 山

私

？

抱

負

不
易
流
行

「
さ
く
ら
小
の
子
ど
も
た
ち
は
、

礼
儀
正
し
い
で
す
ね
。
」

修
学
旅
行
や
校
外
字
習
で
お
世

話
に
な

っ
た
方

々
に
う
れ
し
い

一

言
を
何
度
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
元
気
な
あ

い
さ

つ
、
友
達
と
仲

よ
く
、
話
を
し

っ
か
り
聞
く
」

こ
の
三
つ
を
め
あ

て
と
し
て
全
職

員
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
ま
す
ｃ

登
下
校
時
や
来
年

へ
の
元
気
な
あ

い
さ

つ
、
上
学
年
と
下
学
年
が

一

緒
に
仲
よ
く
遊
ぶ
姿
、
日
々
の
授

業
で
の
真
剣
に
話
を
聞
く
態
度
な

ど
、
あ
た
り
前

の
こ
と
を
あ
た
り

前
に
で
き
る
こ
と

（不
易
）
の
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域

の
方

の
協
力
に

感
謝
を
忘
れ
ず
、
子
ど
も
を
第

一

に
考
え
、
新
た
な
祝
点
か
ら
も
改

善
に
努
め
る

（流
行
）
教
職
員
と

と
も
に
、
日
々
の
教
育
活
動
の
充

実
を
め
ざ
し
、
真
摯
に
努
め
て
い

き
た

い
と
思

い
ま
す
。 北塩原村立

さくら/1ヽ学校

校 長

斎藤 秀樹

「笑
顔
」
の
た
め
に

会津 自然の家

社会教育主事

佐 藤   亮

教
員
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を

引
キ
し

て
会
津
自
然
の
家
に
来
る

度
に
、
所
員

の
方

の
親
切
か

つ
ユ

ー
モ
ア
を
も

っ
て
対
応
し
て
く
だ

さ
る
姿
を
見

て
、
三
十
六
年
前
に

小
学
生
と
し
て
参
加
し
た

「
宿
泊

訓
練
」

の
楽
し
か

っ
た
思

い
出
が

甦
り
、
そ
し
て
同
時
に
、
こ
こ
で

働

い
て
み
た

い
と

い
う
気
持
ち
を

持

っ
て
い
ま
し
た
。

縁
あ

っ
て
四
月
に
着
任
。

ロ
ッ

ジ
か
ら
見
た
景
色
は
小
学
生
の
時

に
見
た
も

の
と
同
じ
で
、
と
て
も

懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
常

に
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、
ど

の
利
用
同
体
に
も

「笑

顔
」
で
帰

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
「
ま
た
来
る
ね
。
」
の
言
葉
は

何
に
も
代
え
が
た
く
、
そ
れ
が
私

自
身
の
活
力
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
利
用
団
体
の
こ
と
を

第

一
に
考
え
、
精

一
杯
支
援
し
て

い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

新
採
用
教
諭
と
し
て

坂
下
中
学
校
に
赴
任
し

て
早

い

も

の
で
六
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

素
に

で
明
る
い
生
徒
達
や
、
温
か

く
見
守

っ
て
く
だ
さ
る
保
護
者

の

方

々
、
悩
み
の
相
談
に
乗

っ
て
く

だ
さ
る
諸
先
輩
方
、
た
く
さ
ん
の

方

々
に
支
え
ら
れ
、
毎
日
充
実
し

た
日
々
を
送

っ
て
い
ま
す
。

会
津
坂
下
町
で
は

「
一
つ
の
学

園
構
想
」

の
具
現
化
に
向
け
、
幼

小
中

の
職
員
が
協
力
し
合

い
、　
一

貫
性
あ
る
教
育
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
私
が
勤
め
る
坂
下
中

学
校
は
、
そ
の
最
終
段
階
を
担

っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。
与
え
ら
れ

た
職
務
を
深
く
理
解
し
、　
一
人
ひ

と
り

の
子
ど
も
達
の
望
ま
し

い
自

己
実
現
に
向
け
、
日
々
の
実
践
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
心
を
忘
れ

ず
に
、
生
徒
と
共
に
あ
る
教
師
を

目
指
し
て
、
日
々
学
び
続
け
て
い

き
た

い
と
思
い
ま
す
。 会津坂下町立

坂下中学校

教 諭

生方  彰


